
5月16日（木）10:00〜12:00

第1部 上映会

2019年

ドキュメンタリー
上映会&トーク

スリランカの内戦（1983~2009年）で、スリランカ政府軍は「テロとの戦い」の名の下に少数民族
タミル人への集団虐殺を繰り返しました。2006年10月には、沖縄を本拠地とする海兵隊遠征部隊と
スリランカ海軍が参加する前例のない規模の米国・スリランカ合同軍事演習が行われ、米軍兵士
1000人の要員が参加、米軍が虐殺の直接的な加害者であるスリランカ政府軍に軍事力と戦闘能力の
向上のために継続的な協力を行ったことが明らかになっています。
このたび、アイルランドからスリランカ出身の人権活動家を迎え、タミル人虐殺の実態を告発する
ドキュメンタリー映画（※英語）を30分観て、在沖米軍基地が世界規模で及ぼしている人権侵害に
ついて考えます。

主催者：山城莉乃（本学非常勤講師）、上原こずえ（東京外国語大学講師）、崎原千尋（本学特任講師）

問合せ：山城莉乃 nofirezone.srilanka2019@gmail.com

於 沖縄キリスト教学院大学・沖縄キリスト教短期大学

シャローム1-2

10:00～10:40

ドキュメンタリー映画
“No Fire Zone: The Killing Fields of Sri Lanka”
（『非戦地帯：スリランカの戦場』）

10:50～11:50

スリランカ人権活動家からの報告と訴え
ダブリン大学トリニティ・カレッジ助教授

ジュード・ラル・フェルナンド
(Prof. Jude Lal Fernando, Intercultural Theology and 

Interreligious Studies, Trinity College Dublin)

第2部 トーク+Q&A

映画賞多数受賞作品！全編96分のうち30分を上映します。
※映像の音声は英語、字幕なし。トークのみ通訳が入ります。

沖縄からの米海兵隊員1000人と

共同訓練したスリランカ政府軍に
よるタミル人大虐殺を問う──

対象：
本学学生
教職員


